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【きゅうり】
温暖な冬期の気候とハウスにより、
12月～５月は促成栽培を中心に周
年で出荷。カメラ式自動選果機の
導入など、品質管理の合理化も進
めています。艶があって歯切れのよ
い品種の栽培に注力し、みずみずし
さに定評があります。




